
■ジャンルの壁を越えて自己のスタイルを確立したルイスへの敬意と、彼の音楽への愛
情を示した「ピアノの魔術師」。
ニューヨークにあるクイーンズ大学のジャズ課で現在、主任教授をつとめるサー・ロ

ーランド・ハナ（1932～）は、クラシック界の一流ピアニストにも匹敵する演奏技術の
持ち主だ。彼がひとたびピアノの前に座り、鍵盤に手をおくと、それまでちっぽけな音
しか出なかったおんぼろピアノが、まるで魔法をかけられたかのように、たちまちスタ
インウェイのフルコンサート・グランドのような、ふくよかで芳醇な音を出す名器に変
身してしまう。まるで映画のワンシーンのような光景だが、実際に目の当たりにした方
も少なくないはずだ。
ローランドは、一般の音楽愛好家だけでなく、厳しい審美眼をもった同業者（プロピ

アニスト）たちから、羨望のまなざしを集めていることでも知られる。ひとは彼を「ピ
アノの魔術師」と呼ぶ。この形容からわかるように、彼はピアノ・マスターのなかのマ
スターなのだ。
彼は一流のピアニストとしての顔だけでなく、献身的な愛情豊かな教育者としての顔

も持っている。クイーンズ大学のみならず、ニューヨーク市立大学やアーロン・コープ
ランド音楽院でも教鞭をとり、自己の演奏活動においても後進の指導と育成に余念がな
い。明らかにレベルの違うミュージシャンからの誘いであっても、彼は断るのではなく、
できるだけ前向きに対処する。そんな彼の行動や言動から、人種や性別に関係なく、よ
り若い世代にむけて、音楽の素晴らしさや音楽の大切さをちゃんと伝えること、正しい
音楽を教えることを、彼はどのジャズ・ミュージシャン、ジャズ教育者よりも熟知して
いるようにみえる。
高い目標をもつ未来の音楽家たちに、つねにエールを送り、暖かいまなざしでみつめ

つづける彼だが、生徒にしてみれば思わず音を上げたくなる、ときには泣きたくなるよ
うな厳しい指導をすることもあるだろう。その教育者としての厳しい姿勢のなかに、彼
独特のヒューマニズムをみることができる。そのヒューマニズムとは、彼がこれまで演
奏してきた音楽にもうかがうことができる。気取らない性格、信楽焼のたぬきの置物を
思わせる風貌。日本にも多くの友人知人をもつ彼は、尊敬と親しみの念をこめて「ハナ
さん」と呼ばれている。
60年代の末、ハナさんは、ソロイストとして、ヨーロッパやアフリカを旅して回り、

アフリカの青少年たちの教育資金集めに無料でコンサート活動を行った。その功績を認
められ、リベリアの大統領ウィリアム・タゴマンから「サー」の称号を授与される。彼
がサー・ローランド・ハナ（Sir Roland Hanna)と呼ばれているのは、これまで自発的に
実行してきた数々の人道的活動の貢献によるものだ。
インターネットの時代に入る頃、彼は自分のレコード会社(www.rahannamusic.com)を

設立した。ニューヨーク在住の青森善雄(b)と青森英明(as,cl)の親子、そしてクリス・ロ
ゼリ(ds)らと新たに自分のトリオやカルテットを結成し、ここ数年は定期的に日本ツア
ーも行っている。2000年の1月末に行われたポール・ウェスト(b)、エディ・ロック(ds)
のトリオによる日本ツアーの成功を受けて、ヴィーナスレコードにおけるデビュー作
『ドリーム』が生まれた。「夢」に関連したスタンダード・ソングばかりを選んだこのア
ルバムは、彼の作品にしては珍しく簡単なヘッドアレンジで作られた演奏が少なくない
が、どのトラックにも彼のロマンティックな一面を浮き彫りにされている。
『ドリーム』に続くレコーディングとして、ヴィーナスレコードのプロデューサーか

ら依頼を受けたハナさんは、自らジョン・ルイス（1920～2001）の作品集を提案した。
ジョン・ルイスとサー・ローランド・ハナ。この2人を結びつける「赤い糸」はどこにあ
るのか。最初ちょっと意外な感じを受けたが、もつれたその糸をほどくように、ひとつ
ひとつの事実を確認していくと、この2人の類似性とこの作品が生まれるまでの背景が浮
かび上がってきた。
ハナさん本人の言によれば「自分がはじめてジョン・ルイスの演奏を聞いたのは、彼

がジョニー・ホッジスのグループで演奏していた時で、場所はクリーヴランド州オハイ
オのマジェスティック・ホテル内にある『ローズルーム』だった。その後まもなくルイ
スはモダン・ジャズ・カルテット（MJQ）を結成して、音楽家としてどんどん頭角を現
すようになっていった」という。
資料によると、ホッジスがデューク・エリントンの元を去り、ローレンス・ブラウン

とソニー・グリアとともにバンドを結成したのが1951年の3月だ。ルイスがミルト・ジャ
クソンのカルテットで演奏をはじめたのが1951年から52年にかけて。このカルテットが
正式にモダン・ジャズ・カルテットとなるのが、1952年の末だからハナさんがジョン・
ルイスをはじめて聴いたのは1951年の後半から1952年の前半までのどこか、ということ
にある。
ハナさんは13歳でジャズに開眼するまで、クラシックに傾倒したピアノ大好き少年だ

った。その彼がジャズに目覚めるきっかけとなったのは、同じハイスクールで2年先輩の
トミー・フラナガン（1930～2001）の影響だった。18歳で軍に入ったハナさんは、陸軍
バンドに参加し、除隊後イーストマン音楽院に入学するが、ここで教官からジャズを演
奏することを禁止され、さっさと退学してしまう。1955年にジュリアード音楽院に入学
しなおした時、ハナさんは23歳になっていた。
10代後半から20代前半という多感な時期は、誰にとっても重要な時期だ。50年代の前

半、クラシックからジャズに転向して間もない若きハナさんに、作編曲家としてのみな
らず、モダン・ジャズ・カルテットの音楽監督として活躍をし始めたジョン・ルイスが、
どのように映っただろうか。バップとバロック音楽に精通し、ジャンルという境界線を
引くことなく自分の音楽スタイルを確立していったルイスが、当時のハナさんにとって
どれだけあこがれの存在であったか、それは容易に想像できる。
ジョン・ルイスに関するハナさんの言葉を紹介しよう。「生前ジョン・ルイスととくに

親しかったわけではない。でも彼のピアノ演奏とそのミュージシャンシップは非常に尊
敬している。このアルバムで取り上げた楽曲は、ルイスが自分の音楽とMJQというグル
ープを通して表現してきたたくさんのアプローチを代表するものを集めた。彼は自分の
音楽でクラシックとジャズといった境界線を絶対にひかなかった。線引きすることなく
最高級の音楽を作り出すことに取り組んできた。その意味でこのアルバムは、わたしに
とって特別な愛着を覚える1枚である」
このアルバムのタイトルに、イタリア、フランス、アメリカの大都市の名前が記され

ているのは、ここに収められたルイス作の楽曲が、まるで世界旅行をしている気分にさ
せてくれるからだろう。ハナさんをよく知る者は、ジョン・ルイスの面影を求めてヨー

ロッパのあちこちを旅して回る彼の姿を思い浮かべるに違いない。
このアルバムの旅は厳粛な「ジャンゴ」で幕を開け、「パリの午後」を散歩して、ミラ

ノに到着する。その間にセントラル・パークのワルツとデトロイト（ミルト・ジャクソ
ン作）でアメリカを往復し、アルバムはスイスを経て、イタリアの終着地にたどり着く。
ハイライトとなる「ジョン・ルイスの肖像」はタイトル通り、ハナさんから先輩ピアニ
ストへの敬意をこめた肖像画のようなオマージュだ。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
ジョン・ルイスのファンなら、ジョージ・ムラーツとルイス・ナッシュの2人が、2001

年の1月に発表した遺作『Evolution II』(Atlantic、国内盤未発売)のメンバーであること
を覚えているに違いない。たしかにムラーツとナッシュは、ジョン・ルイスの遺作で共
演した。このアルバムのキャッチコピーをみると「ジョン・ルイスの音楽をよく知るこ
の2人とともに、サー・ローランド・ハナがこのアルバムを作った」というニュアンスが
含まれている。だがムラーツ＆ナッシュにとって、より深いフレンドシップをもつピア
ニストは、ジョン・ルイスとサー・ローランド・ハナのどちらなのだろう？
なぜこのアルバムの共演者にムラーツとナッシュを選んだのか、その理由をハナさん

に尋ねた。彼の回答はこうだった。”I'm sure you know my feelings for George and Lewis.”
要するに「おまえが説明せよ」のようだ。
結論から述べると、ムラーツ＆ナッシュはジョン・ルイスよりも、ハナさんの音楽性

をもっとも深く理解している現存するリズム・セクションである。かつてリチャード・
デイヴィス＆フレデリック・ウェイツというリズム・セクションが、ハナさんにとって
理想のリズム・セクションだったように。ハナさんと同じデトロイトの出身のドラマー、
エディ・ロックが60年代にコールマン・ホーキンズのグループでハナさんと何度も共演
していたかのように。
ムラーツ＆ナッシュといわれて、真っ先に思い浮かぶのが90年代初頭のトミー・フラ

ナガン・トリオだ。このトリオをフラナガン最強のユニットとみなすファンも少なくな
い。またハナさんとムラーツは、サド・ジョーンズ＝メル・ルイスのオーケストラで来
日、70年代から現在に至るまで、断続的ではあるがライヴも頻繁に行い、デュオ＆トリ
オの秀作を数多く発表してきた。ルイス・ナッシュがアリゾナからニューヨークに出て
きたとき、ドラムスを師事したのは、当時ハナさんと頻繁に共演していた（剃刀のよう
な切れ味を誇る）フレデリック・ウェイツだった。こうした事実をたどるだけで、ハ
ナ＝ムラーツ＝ナッシュの顔合わせの必然性が理解できるだろう。
たしかにハナ＝ムラーツ＝ナッシュの顔合わせのアルバムはこれまで残されていない。

だがハナさんにとっては、現在考えられる理想のトリオだといえる。ムラーツとハナが
ベテランらしい真剣な対話をみせ、いまや若手の前では余裕のナッシュも、ここでは2人
のマスターを相手に全神経を集中させている。
［1．ジャンゴ］ ジプシー出身の天才ギタリスト、ジャンゴ・ラインハルト(1910～53）
の死を契機に、ジョン・ルイスが追悼の意をこめて書いたオリジナル曲。ミルト・ジャ
クソンの「バグス・グルーヴ」と並ぶMJQの2大レパートリーのひとつである。荘厳な
感じのするテーマのメロディを、ムラーツとハナがバランスよく分担する。バロック音
楽のようでありながら、フレーズのひとつひとつにバップのスピリッツが息づき、それ

でいてどこまでもロマンティックな演奏。ムラーツはハナさんからのフレーズをリレー
のバトンように受けとると、パーシー・ヒース（MJQのベーシスト）の専売特許という
べきパターンをあからまさに弾かず、独自のパターンに転換している。そしてラストテ
ーマに戻る直前で、はじめてヒースのオリジナルパターンを披露するという構成。思わ
ず鳥肌が立ってしまうほどハナ、ムラーツの気迫が伝わる演奏である。
［2．スケーティング・イン・セントラル・パーク］ この魅惑的なワルツは、MJQが映
画『オッズ・アゲンスト・トゥモロウ（明日に賭ける）」のために書いた楽曲のなかのひ
とつ。ゆったりとしたワルツのテンポ、きらきらときらめくようなルイス・ナッシュの
シンバル、そしてハナさんのロマン溢れるピアノが、文字通りマンハッタンの中央公園
を気持ちよく散歩している気分に誘ってくれる。「ア・チャイルド・イズ・ボーン」、「エ
ニグマ」、「タイム・フォー・ダンサーズ」、「ジス・タイム・イッツ・リアル」など、こ
れまで何度も聴いてきたハナさんのロマンティックなオリジナルとオーバーラップする。
［3．アフタヌーン・イン・パリ］ ジョン・ルイスがサッシャ・ディステル(g)、バル
ネ・ウィラン(ts)、ケニー・クラーク(ds)らと共演したアルバム(Atlantic)で有名なこの曲
は、もともとは1949年にJ.J.ジョンソン(tb)のセッションのためにルイスが用意した。1曲
目からゆっくりスタートし、2曲目で少しペースをあげたトリオは、ようやくこのトラッ
クでスピードを通常のモードに設定する。ハナさんはテーマのメロディを少し意図的に
弾かないことで、聴き手に驚きを与える。ゆっくりと談笑しながらパリを並木道を散歩
するジョン・ルイスの解釈とは対照的に、ここでのハナさんはムラーツ、ナッシュとパ
リの市街地で快適なドライヴを楽しんでいるかのようだ。ムラーツの凄いソロのバック
で聞こえるピアノのコンピングも、雪の結晶のように輝いている。個人的にはトミー・
フラナガンの演奏するサド・ジョーンズの曲「50－21」のイメージが重なる。
［4．ミラノ］ 生前ルイスがアンリ・ルノーと行ったインタビューによれば、この曲は
もともとルイスがファッツ・ナヴァロ(tp)のために作曲し、タッド・ダメロンが編曲を
ほどこした楽曲だった。最初のタイトルは「ナヴァライズ」で、のちに「ミラノ」に改
題されMJQのレパートリーとして定着した。多くのリスナーは、まず最初のピアノソロ
でハナさんのピアノテクニックに圧倒されるだろう。リズムが加わって、リラックスし
たテンポで紡ぎだされるメロディはどこか昔のポピュラーソングのようだが、イタリア
の都市らしい荘厳な美しさも湛えている。アプローチの多彩さとハーモニーの分厚さ。
さすがハナさんといった演奏である。
［5．バグス・グルーヴ］ ご存知のようにこの曲はジョン・ルイスの作ではない。だが
ルイスが音楽監督をつとめたモダン・ジャズ・カルテットの最重要レパートリーのひと
つであるから、ハナさんがあえてここで取り上げたのも容易に理解できる。曲を書いた
のはハナさんと同郷デトロイトの先輩ミルト・ジャクソン(1923～99）。ムラーツのイン
トロに続き、原曲のテーマが登場、さらにはディジー・ガレスピーの「バークス・ワー
クス」が出てくる。MJQがディジー・ガレスピーのビッグバンドが誕生した経緯を知る
者には、ハナさんの「ジョーク」もユーモラスに聞こえるだろう。音数が多くなったり、
少なくなったり、変幻自在のピアノソロに、ベースとドラムスもしっかり呼吸をひとつ
にしている。
［6．ニューヨーク19］ ルイスが1962年に映画音楽用に書いたこの曲を、評論家ゲイリ
ー・ギディンスは、「ルイスが書いた多くの楽曲のなかで、もっとも魅惑に富んだメロデ
ィのひとつ」と評した。20世紀の初頭に書かれたポピュラーソングとアメリカンバラッ
ドの伝統に根ざしていることがよくわかる。テーマはスローだが、アドリブに入るとミ
ディアム・テンポで心地よくスイングしていく。ハナさんのピアノ演奏は、このアルバ
ムのなかで、もっともジョン・ルイスのスタイルに近づいている。
［7．ジョン・ルイスの肖像］ このアルバムはどれもサー・ローランド・ハナの気合
いが伝わる会心の演奏がずらりと並んでいるが、筆者にとってもっともハナさんらしい、
ヒューマニズムに満ちた喜びと感動を与えてくれるのがこの曲だ。とくにリズムの２人
が加わるまでのわずかな時間、ルバートで弾くソロピアノの素晴らしさを、どう表現し
よう。もし思わず息を止めて聴いてしまう音楽があるとすれば、これはそのひとつだろ
う。華麗な力強さを内面に秘めたソフトなタッチ。澄み切った空気に包まれた美しい情
景。３つの音で作られるリズムパターンの面白さはルイスのオリジナル「アニマル・ダ
ンス」を思わせ、呼応するドラムス、サラ・ヴォーンを思わせるフレーズなど、テンポ
が決まってからの展開はまさに圧巻だ。ハナさんには「ジョン・ルイスの肖像」なのだ
ろうが、筆者には「サー・ローランド・ハナの肖像」に聞こえる。ルイス・ナッシュの
ブラッシュは、（風のように演奏した）ジョー・ジョーンズ→エディ・ロックからの影響
も垣間みえる。
［8．チューリッヒの鐘］ これはジョン・ルイスとは関係のないハナさんのオリジナル
だ。ハナさんがこれまで書いたオリジナル曲の数は400を越え、この曲はハナさんが３年
ほど前に書いたもので、今回がはじめての録音となる。世界の各都市にちなんだ曲目が
並ぶなか、スイスのチューリッヒにある有名な鐘をイメージしてハナさんが書いたドラ
マティックな名曲である。ルイス・ナッシュのシンバルが鐘の響きを彷彿とさせたかと
思うと、後半のベースソロではテンポをあげ、よりスリリングなステージへと発展して
いく。
［9．ペルージャ］ アルバムの最後は1974年のモントルー・ジャズ祭でのライヴ盤
(Arista)のアルバム・タイトルにもなったこの曲で締めくくる。ペルージャはイタリアの
都市。ここでの3者は自由な交感をみせながら演奏を進めていく。その姿はどこか抽象的
でありながら、民族的な不思議な美しさを提示している。エンディングのテーマの美し
さは、まるで映画音楽のエンディング。劇場でひとり座ってタイトルロールを眺める気
分にさせてくれる。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
このライナーノーツの最後に、偉大なるサー・ローランド・ハナがムラーツ、ナッシ

ュという盟友と作り上げたこの音楽に、筆者は最大の賛辞を送りたい。また敬愛するロ
ーランドの音楽について文章を書くチャンスを得たことにも感謝したい。素晴らしい音
楽家として、人生の先輩として、彼に大きな敬意を評すると同時にこの場を借りてお願
いしたい。ローランド、ぜひこのトリオでの来日公演を実現させてください。
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Milano, Paris, New York 
finding John Lewis

ミラノ、パリ、ニューヨーク

Sir Roland Hanna Trio
サー・ローランド・ハナ・トリオ

1.ジャンゴ
Django《 J. Lewis 》( 6 : 09 )

2.スケーティング・イン・セントラル・パーク
Skating In Central Park《 J. Lewis 》( 5 : 32 )

3.アフタヌーン・イン・パリ
Afternoon In Paris《 J. Lewis 》( 6 : 58 )

4.ミラノ
Milano《 J. Lewis 》( 5 : 54 )

5.バグス・グルーブ
Bag’s Groove《M. Jackson 》( 6 : 11 )

6.ニューヨーク19
New York 19《 J. Lewis 》( 7 : 16 )

7.ジョン・ルイスの肖像
Portrait Of John Lewis《 R. Hanna 》( 7 : 57 )

8.チューリッヒの鐘
The Clarion Bells Of Zurich《 R. Hanna 》( 5 : 12 )

9.ペルージャ
Perugia《 R. Hanna 》( 5 : 49 )

サー・ローランド・ハナ Sir Roland Hanna《 piano 》
ジョージ・ムラツ George Mraz《 bass 》
ルイス・ナッシュ Lewis Nash《 drums 》

録音：2002年4月1日 ニューヨーク


